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KKE343 

「禁煙外来リピーターの特性と禁煙成否に関する検討： 

台湾の7年間観察研究」 

Po-Hsun Yang等、Arch Public Health. 2024 Dec 24;82(1):241. PMID: 39716266  

https://archpublichealth.biomedcentral.com/articles/10.1186/s13690-024-01452-9  

 

→台湾では2002年9月に健康増進管理局が、薬物介入を含む「外来禁煙治療予備プログラム」を立ち上げ

て成功し、2004年1月から本格稼働した。  

→2012年3月には「第2世代禁煙サービス支払制度」が導入され、薬物治療とカウンセリングが統合され

て、薬代の自己負担上限が6.4米ドル相当になった。  

→外来患者のみならず入院患者や救急患者にも適用拡大され、年に2回まで参加できる。  

→禁煙サービスは医療施設、電話支援、禁煙教室で提供されているが、利用者の87.44%は医療施設で受け

ている。  

→タバコ依存は慢性疾患で繰り返しの介入が必要であり、米国癌学会は、禁煙には8–10回の禁煙サービス

への参加が必要だろうとも指摘している。  

→今回、2013–2019年の7年間に台湾中央地域の教育病院で禁煙治療を受けた患者データーを解析し、反復

受診する要因や禁煙成否との関連を検証した。  

→解析期間中に、各年の1回目参加者は3,551人いたが、欠損データー等を除き、2,766人を解析した。  

→各年に1回のみ参加した者が2,236人、2回以上参加した者が530人であった。  

→18歳以上で健康保険を有しFTND4点以上、1日10本以上喫煙する者を解析対象とした。  

→1回の禁煙治療は、カウンセリングと薬物療法が8週間行われた。  

→禁煙状況は、7日以上禁煙できているかを、3か月後と6か月後に電話で確認した。  

→禁煙の成否に関連する因子を多変量ロジスティック回帰で、反復参加と関連する因子を補正コックス回

帰で、反復参加回数と禁煙成否の関係をロジスティック回帰で解析した。  

→88.1%が男性、40–64歳が63.2%、中学までの学歴者が28.1%、既婚者が49.9%であった。  

→脳疾患、心血管疾患、呼吸器疾患、糖尿病、腎疾患、肝疾患、癌、精神疾患などの疾患を有するものが

70.6%、飲酒しない者が74.2%であった。  

→20年以上喫煙者が81.7%、1日10本以上喫煙者が42.8%、FTND4–6点が54.0%であった。  

→入院患者からの紹介が61.7%、47.1%がカウンセリング＋薬物療法を受け、49.8%はカウンセリングの

み、3.1%は薬物療法のみを受けており、83.4%の者は8週間のカウンセリング＋薬物療法を完遂できていな
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かった。  

→1回目参加時の治療で禁煙に失敗していたのは、女性、40歳未満、1日10本以上喫煙、FTND4点以上、外

来患者、カウンセリングか薬物療法のどちらかを受けなかった者、であった。  

→2回以上治療を受けたリピーター530人（19.2%）のうち、リピート回数、人数、リピートの間隔日数は

以下であった。  

        人数     間隔の平均（最小–最大）  

2回参加     366人     276（30–2,068）日  

3回       100      272（30–1399）  

4回       35      170（30–1369）  

5回       7       274（61–700）  

6回       12      175（30–913）  

7回       6       76（30–183）  

8回       1       122（122–122）  

9回       2       30（30–30）  

10回       1       608（608–608）  

→補正コックス回帰で解析したリピーターに多い特性は、禁煙治療で副作用あり、20年以上喫煙、疾患あ

り、40歳以上、であった。  

→リピーターに少なかった特性は、初回で失敗、飲酒あり、檳榔子使用、1日喫煙11本以上、であった。  

→リピーター530人のうち、1回目の治療で3か月後も6か月も禁煙成功172人（32.5%）、3か月後は失敗な

がら6か月後に成功49人（9.3%）、3か月後は成功ながら6か月後に再喫煙57人（10.8%）、3か月後も6か月

後も禁煙失敗252人（47.6%）であった。  

→リピーターが最後に参加した回での禁煙成功率は37.4%、失敗率は47.2%であった。  

→ロジスティック回帰で、リピート回数と禁煙成否の関係を解析すると、参加回数1回と比し、2回、3

回、4回以上とも成否に有意な差はなかった。  

→禁煙治療のリピーターは多いが、繰り返しても禁煙成功率は低下しない。  

 

＜選者コメント＞  

 台湾から、禁煙外来リピーターについての大規模な観察研究です。  

 7年間に禁煙外来を受診した2,236人のうち、2回以上かかり直したリピーターが530人いました。台湾で

は当時、年に2回までかかれたようですが、7年間に計10回の強者もいました。（なお、2022年5月には禁

煙治療薬が無償化、2023年1月には年3回の治療が可能になったようです）  

 リピーターの特徴としては、薬で副作用があった、長期喫煙者、高齢者など、逆にリピーターに少ない

特徴としては、初回で失敗、飲酒者、重喫煙者などで、これは脱落者の特徴でもありそうです。リピー

ターの禁煙成功率は、初回で32.5%、最後にかかった治療で37.4%と低下なく、失敗率もそれぞれ47.6%と

47.2%でほぼ同等でした。  

 これを解析すると、禁煙の成否とリピート回数に関係はなく、4回以上のリピーターでも、最後の治療

での成功率は1回だけ治療を受けた人たちと変わりませんでした。  

 論文では、諦めずに治療することの大切さと、そのための体制作りや政策の重要性が強調されていま

す。  

 以上、日々の支援の参考になりましたら幸いです。  
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KKE343g「タバコ使用症の注意バイアスを視線追跡で評価した研究の系統的レビュー」  

 Noreen Rahmani等、Drug Alcohol Depend Rep. 2024 Nov 2:13:100294. PMID: 39559691  

KKE343h「タバコ使用症治療薬のレビュー」  

 Brian C Reed等、FP Essent. 2024 Nov:546:23-28. PMID: 39556472  

KKE343i「禁煙介入に関するコクランレビュー71報のレビュー」  

 Chun-Li Lu等、Tob Induc Dis. 2024 Nov 28:22. PMID: 39610647  
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KKE343l「個別化された適応的禁煙介入についてのレビュー」  
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KKE343m「精神疾患喫煙者への禁煙支援における精神保健看護師の役割についての指針」  
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 Maria Vlachou等、Cureus. 2024 Nov 13;16(11):e73651. PMID: 39677116  

KKE343r「母体の喫煙が双胎妊娠に及ぼす影響についてのレビュー」  

 Cristina Juliá-Burchés等、J Clin Med. 2024 Dec 2;13(23):7329. PMID: 39685788  
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 Mingqin Deng等、Toxicon. 2024 Dec 9:254:108209. PMID: 39662531  
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KKE343bi「紙巻タバコや紙巻＋加熱式使用歴のある妊婦は産後半年以内に授乳をやめる傾向がある：日本

のネット調査」  

 Sumiyo Okawa等、Sci Rep. 2024 Nov 25;14(1):29214. PMID: 39587127  

KKE343bj「紙巻タバコ喫煙・加熱式・非喫煙者の食習慣や飲酒量の違い：日本の横断調査」  

 Kiho Miyoshi等、Nutrients. 2024 Nov 14;16(22):3881. PMID: 39599667  

KKE343bk「gloからは放射性ポロニウムが検出され使用者や環境への影響が懸念される」  

Katarzyna Szarłowicz等、Environ Sci Pollut Res Int. 2024 Dec;31(57):65264-65272. PMID: 

39576440 

 KKE343bl「ニコチンポーチは若者に運動パフォーマンス向上や飲み会・クラブ文化の一部として人気が

高まっている：豪州」  

 Christina Watts等、Health Promot Int. 2024 Dec 1;39(6):daae159. PMID: 39569488  

KKE343bm「欧州市場に登場したNoNICポーチは合成ニコチンの同族体6-MNが20mg含有されている」  

 Celine Vanhee等、Drug Test Anal. 2024 Dec 19. PMID: 39697046  

KKE343bn「2023年米国の平均的紙巻タバコ税は3.21ドルで電子タバコは0.49ドル」  

 Chad Cotti等、Tob Control. 2024 Nov 27:tc-2024-058618. PMID: 39580153  

KKE343bo「カナダで2024年に始まったタバコのフィルターに警告文を記載する政策は施行後も支持する喫

煙者の割合が増えた」  

 Emily E Hackworth等、Tob Control. 2024 Dec 23:tc-2024-059007. PMID: 39715677  

KKE343bp「トルコの接客産業では屋内禁煙が守られていない」  

 Dilek Aslan等、Thorac Res Pract. 2024 Oct 21;1(1). PMID: 39660991  

KKE343bq「マイクロプラスチックは肺疾患被検者全員の痰・肺胞洗浄液・胸水から検出され能動・受動喫

煙者で多い：イラン」  

 Mohamad Kazem Momeni等、Environ Pollut. 2025 Jan 15:365:125389. PMID: 39608742  

KKE343br「吸い殻のフェノール化合物は水系生物に高いリスクをもたらす：吸い殻の各部分ごとの解析」  

 Sina Dobaradaran等、Sci Total Environ. 2024 Dec 20:957:177584. PMID: 39561900  

KKE343bs「2020年米国NJ州の電子タバコへのフレーバー禁止法施行後の各種タバコ製品の売上変化」  

 Mary Hrywna等、Nicotine Tob Res. 2024 Nov 22;26(12):1700-1707. PMID: 38913006  

KKE343bt「タバコなど不健康な商品産業が反対派や研究者に行う威圧的脅迫的行為についてのレビュー」  

 Karen A Evans-Reeves等、Health Promot Int. 2024 Dec 1;39(6):daae153. PMID: 39569485  

KKE343bu「ツイッター中のタバコ宣伝内容を自動で検出するAIシステムの開発：精度81%」  

 Hüseyin Küçükali等、Nicotine Tob Res. 2024 Nov 23:ntae276. PMID: 39579342  
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KKE343bv「うつ病に対する経頭蓋磁気治療が想定外に禁煙効果を示した一例」  

 Ismail Rammouz等、Int J Psychiatry Clin Pract. 2024 Jun;28(2):142-144. PMID: 39417536  

KKE343bw「MAO阻害剤はそれ自体に依存性はないがニコチンへの依存反応を増強する（ネズミの実験）」  

 Penelope Truman等、Psychopharmacology (Berl). 2024 Nov 18. PMID: 39556208  

KKE343bx「タバコ煙は膜貫通トランスポーター蛋白質や遺伝子に影響をあたえて」  

 Yunqi Xie等、Brain Res. 2025 Feb 1:1848:149394. PMID: 39694170  

KKE343by「喫煙による便中の短鎖脂肪酸減少がCOPDの病態に関与している（ネズミの実験）：日本」  

Shiro Otake等、Mucosal Immunol. 2024 Dec 13:S1933-0219(24)00129-6. PMID: 39675727  

https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S1933021924001296?via%3Dihub  

KKE343bz「禁煙治療目的と自殺目的で服用された場合の生体シチシン濃度の比較」  

 Karolina Nowak等、Forensic Toxicol. 2024 Dec 19. PMID: 39695055  

KKE343ca「気道オルガノイドを用いた3Dモデルでも2Dモデル同様に加熱式タバコは有害：中国国立タバコ

品質監督試験センター」  

 Xianglong Wang等、Toxicol In Vitro. 2024 Dec 10:104:105995. PMID: 39667640  

KKE343cb「ニコチンポーチ使用時のニコチンの体内動態の検証：JT社による無作為化クロスオーバー試

験」  

 Karine Renard等、Psychopharmacology (Berl). 2024 Nov 23. PMID: 39578274 
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【週刊タバコの正体】 

   2024年12月    和歌山工業高校 奥田恭久 

■Vol.59 

(No.809)第15話 三次喫煙の被害 

－タバコのニオイ---煙はなくても三次喫煙の被害が... 

   

 他人が吸っているタバコの煙を吸わされる事を「受動喫煙」と呼ぶの

を、皆さんも知っていますよね。では、煙はなくてもニオイを嗅がされる

事を「サードハンドスモーク」と呼ぶ事を知っているでしょうか。 

 ニオイのもとは、下図のように色々なものに付着したタバコの煙に含ま

れる有害物質なのです。それを吸わされる訳なので、”残受動喫煙”と

も”三次喫煙”とも呼ばれます。 

 

 下のグラフは、ある企業が職場内での三次喫煙に関する調査をした結果

です。 

 半数の人が三次喫煙、つまりニオイの被害を受けていて、その人達の半

数以上が咳が出たと答えています。さらに頭痛がした人も多くいたようで

す。 

  

 タバコの煙は、目に見えなくなっても予想以上に長期にわたって有害物

質を漂わせるので、その被害を受ける人も多くなる事を知っておいて下さ

い。 

■Vol.59 

(No.810)第16話 肺がん死亡率 

－肺がんの大きな原因は喫煙... 

 

 上のグラフは、男性のがん死亡率の推移を示しています。１９９０年頃

までは胃がんの死亡率が最も高かったのですが、肺がんの死亡率が年々上

昇し、現在ではがんの中でもとびぬけて死亡率が高くなっています。下の

女性のグラフと見比べてみると、男性の肺がん死亡率は異常に高いですよ

ね。 

 

 肺がんの大きな原因は喫煙である事は知られていますが、右の円グラフ

はその事を示しています。つまり、喫煙率が女性より高い男性の肺がん死

亡率が高くなっているのは納得できます。 

 タバコを吸わなければ、肺がんの死亡率は、もっと下がるはずです。 

  

URL:https://www.jascs.jp/truth_of_tabacco/truth_of_tabacco_index.html 

 ※週刊タバコの正体は日本禁煙科学会のＨＰでご覧下さい。 

 ※一話ごとにpdfファイルで閲覧・ダウンロードが可能です。 

 ※ＨＰへのアクセスには右のＱＲコードが利用できます。 

毎週火曜日発行 
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【事例研究】 

 和歌山市における喫煙防止教育  

 "児童の事前アンケート 20 年の歩み"  

  

 西畑昌治1) 池上達義2) 岩橋和裕3) 岩橋秀記3) 井辺美香1) 上田晃子4)   

金尾好章3) 薗部真里1) 田畑宏1) 玉置敬一3) 原隆亮5) 本田健太郎6) 湯川直彦3) 佐本明7)  

 

 

初めに  

 歌山県はタバコ対策先進県と言える。タバコ問題を考える会・和歌山は1987(昭和62)年頃から活動を始めていた。著者

らは同会の開催する講演会を毎年聴講していた。2001(H13)年和歌山県タバコ対策指針策定、2002(H14)年全国で初めて公

立学校敷地内禁煙を断行した。これらの和歌山県のタバコ対策に進展に押されるように2003(H15)年8月、和歌山禁煙教育

ボランティアの会を結成した。以来、20年間に亘り,現在活動中の会員17名(医師、歯科医師、薬剤師、喉頭摘出者等)

で、和歌山市内の全小学校52校~53校において、喫煙防止の出前授業を行い、タバコに関する事前アンケート調査を実施

してきた。  

 

 

 

 

【お断り】 

 本報告は、ｐｄｆファイルでの投稿となりましたので、本ページには表題と「初めに」の一部を 

掲載し、西畑先生による編集（原稿）のまま、次ページ以降に掲載しています。あらかじめご了 

承ください。（禁煙科学 編集委員会） 

責任者連絡先： 西畑昌治 

   (〒641-0012) 和歌山県和歌山市紀三井寺787－5 

       Tel: 073-447-3117 

         E-mail: kawarano@pop02.0dn.ne.jp 

 

 

論文初回提出日：2024年3月25日 

1) 和歌山市医師会 

2) 日本赤十字社和歌山医療センター 

3) 和歌山市歯科医師会  

4) 那賀郡医師会 

5) 海南市薬剤師会 

6) 和歌山市薬剤師会 

7) 元和歌山県職員  
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和歌山市における喫煙防止教育 

"児童の事前アンケート 20 年の歩み" 

 

西畑昌治 1)、池上達義 2)、岩橋和裕 3)、岩橋秀記 3)、井辺美香 1)、上田晃子 4)、 

金尾好章 3)、薗部真里 1)、田畑宏 1)、玉置敬一 3)、原隆亮 5)、本田健太郎 6)、湯川直

彦 3)、佐本明 7) 

1)和歌山市医師会、2)日本赤十字社和歌山医療センター、3)和歌山市歯科医師会、 

4)那賀郡医師会、5)海南市薬剤師会、6)和歌山市薬剤師会、7)元和歌山県職員 

 

初めに 

 和歌山県はタバコ対策先進県と言える。タバコ問題を考える会・和歌山は 1987(昭和 62)

年頃から活動を始めていた。著者らは同会の開催する講演会を毎年聴講していた。

2001(H13)年和歌山県タバコ対策指針策定、2002(H14)年全国で初めて公立学校敷地内禁

煙を断行した。これらの和歌山県のタバコ対策に進展に押されるように2003(H15)年8月、

和歌山禁煙教育ボランティアの会を結成した。以来、20 年間に亘り,現在活動中の会員 17

名(医師、歯科医師、薬剤師、喉頭摘出者等)で、和歌山市内の全小学校 52 校~53 校にお

いて、喫煙防止の出前授業を行い、タバコに関する事前アンケート調査を実施してきた。 

 

アンケート調査の目的を以下のように設定した。 

1 子どもたちの喫煙に対する認識を把握する。(1) 健康影響(2) 依存性 (3) 喫煙のき 

っかけ(4) 将来の喫煙 (5) 家族の喫煙と子どもの喫煙に対する意識 

2 受動喫煙の状況を把握する (1) 家族の喫煙状況 (2) 受動喫煙と子どもの喫煙に対 

する意識 

3 子どもたちの喫煙経験を把握する 
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 授業前、アンケートを実施していただき、集計は当会メンバーや養護教員、教職員が入 

力した。 

 今回,これまでに集積したアンケートを解析することで、若干の知見を得ることができた

ので報告する。 

キーワード 和歌山市内小学校 喫煙防止教育 事前アンケート 受動喫煙 

 

対象と方法 

 対象は和歌山市内で禁煙教育を実施した小学校 4 年~6 年とした。禁煙教育を実施する 

前、教職員に事前アンケートを依頼した。喫煙防止授業前アンケート収集数は、年度によ 

り違いはあるが、年間1,000件前後から3,500件を越えるものを確保できた(計26,242件)。

20 年間は長く,途中でアンケート収集の責任者交代があり、アンケート収集数に凹凸があ

る。統計学的有意性の検定について、傾向性を Mantel-Haenszel test for trend により、 

2群間の割合の差を Ｐearsonのカイ 2乗により評価した。有意水準は両側検定で 5％とした。 

 

成績、結果 

 図 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート実施件数（小学４～6年生）

実施年度 件数 実施年度 件数

2006(H18)年度 2631件 2016(H28)年度 1022件
2007(H19)年度 3535件 2017(H29)年度 918件

2008(H20)年度 2866件 2018(H30)年度 1306件

2010(H22)年度 1438件 2019(R1)年度 1339件
2011(H23)年度 1668件 2020(R2)年度 976件

2012(H24)年度 1979件 2021(R3)年度 1081件
2014(H26)年度 2190件 2022(R4)年度 1331件

2015(H27)年度 2252件
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図 2 

【質問】 タバコは、どれぐらい体に悪いと思いますか。 

・依存性をよく知っている子どもは 90％前後となっている。 

 

図 3 

【質問】タバコを吸い続けると、やめられなくなることを知っていますか。 

・依存性をよく知っている子どもは 70%くらいであるが、2017 年頃からよく知っている 

子どもが減少傾向である。加熱式タバコの影響を疑っている。 
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図 4 

【質問】あなたは、子どもたちがタバコを吸うのは、どうしてだと思いますか 

・好奇心や、大人になった気分、カッコいいなど分散し、どれが有意に多いということは 

なかった。喫煙経験のない児童に喫煙のきっかけを聞くこと自体が回答困難な設問であっ 

たと考える。 

 

図 5 

【質問】あなたは、これからもタバコを吸わないと思いますか。 

・絶対吸わないという子どもが 2017 年頃までは年々増加傾向であったが、2018 年 

頃から減少傾向である。加熱式タバコの影響を疑っている。 
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図 6 

【質問】家の人で、タバコを吸っている人はいますか。 

 

・家族の喫煙者数が多い程、将来も絶対に喫煙しないと思う子どもが有意に減少し（Ｐ<0．

001）、将来喫煙するかもしれないと思う子どもが有意に増加する（Ｐ<0.001）。家庭・

家屋内で家族が喫煙しないよう対策することが重要である。 

 

図 7 

【質問】あなたは、家の人のタバコの煙を吸ってしまうことがありますか。 
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ありません (傾向性P値<0.001)
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